
数学 NO.１７
〈解答〉

1　⑴　3₆㎝3　　⑵　3₆a ㎝

2　⑴　ア　錯角　　イ　ＧＡＥ　　ウ　₁₈₀　　エ　 ₁組の辺とその両端の角

　　⑵　 ₁3 倍

配点　1各 ₂点，2⑴各 ₁点　⑵ ₂点　　₁₀点満点

〈解説〉
1　⑴�　立方体ＡＢＣＤ－ＥＦＧＨからくり抜いた立体Ｏ－ＰＱＲＳは面ＰＱＲＳを底面とする四

角すいである。底面ＰＱＲＳは正方形（ひし形の特別な形）であるので，その面積は

　　　　　 ₁₂ × ₆ × ₆ ＝₁₈ 〔㎝
₂〕

　　　である。したがって，四角すいＯ－ＰＱＲＳの体積は，

　　　　　 ₁3 ×₁₈× ₆ ＝3₆ 〔㎝
3〕

　　　【公式】

　　　ひし形の面積＝ ₁₂ ×対角線×対角線

　　　すい体の体積＝ ₁3 ×底面積×高さ

　　⑵　△ＯＰＲは底辺 ₆㎝，高さ ₆㎝の二等辺三角形で，その面積は

　　　　　 ₁₂ × ₆ × ₆ ＝₁₈ 〔㎝
₂〕

　　　 である。頂点Ｐと辺ＯＲの距離は，頂点Ｐから辺ＯＲに引いた垂線の長さになるので，
その垂線の長さを x 〔㎝〕とし，辺ＯＲを底辺とすると，△ＯＰＲは底辺 a 〔㎝〕，高さx 
〔㎝〕と見なすことができ，その面積は

　　　　　 ₁₂ ×a×x＝ ₁₂ ax 〔㎝₂〕

　　　と表される。したがって，△ＯＰＲの面積について，

　　　　　₁₈＝ ₁₂ ax

　　　という等式が成り立つ。この式の両辺を入れかえて ₂倍すると，
　　　　　ax＝3₆
　　　両辺をaでわって，

　　　　　 x＝ 3₆a



2　⑴　〔証明〕
　　　△ＡＥＧと△ＣＦＨにおいて，
　　　仮定より，ＡＥ＝ＣＦ            …①
　　　平行線の  ア　錯角  なので，
　　　　∠  イ　ＧＡＥ  ＝∠ＨＣＦ          …②
　　　仮定より，ＥＧ //ＨＦ            …③
　　　　③より，同じく平行線の  ア　錯角  なので，
　　　　∠ＧＥＦ＝∠ＨＦＥ            …④
　　　④より，∠ＡＥＧ＝   ウ　₁₈₀  °－∠ＧＥＦ
　　　　　　　　　　＝   ウ　₁₈₀  °－∠ＨＦＥ
　　　　　　　　　　＝∠ＣＦＨ          …⑤
　　　 ①，②，⑤より，  エ　 ₁ 組の辺とその両端の角  がそれぞれ等しいので，

△ＡＥＧ≡△ＣＦＨ
　　　　合同な三角形の対応する辺なので，ＥＧ＝ＦＨ  …⑥
　　　③，⑥より， ₁組の向かい合う辺が等しくて平行なので，
　　　　四角形ＥＨＦＧは平行四辺形である。
　　⑵　平行四辺形ＡＢＣＤの面積をSとすると，

　　　　　△ＡＣＤ＝ ₁
₂ S

　　　と表される。ＣＦ：ＡＦ＝ＡＥ：ＣＥ＝ ₄：₁₁なので，

　　　　　△ＡＦＤ＝△ＡＣＤ×  ₁₁
₄ ＋₁₁

　　　　　　　　＝ ₁₂ S×  ₁₁
₄ ＋₁₁

　　　　　　　　＝ ₁₁3₀ S

　　　ＡＧ：ＤＧ＝ＡＧ：ＢＨ＝ ₅： ₂なので，

　　　　　△ＡＦＧ＝△ＡＦＤ×  ₅
₅ ＋ ₂

　　　　　　　　＝ ₁₁3₀ S×  ₅
₅ ＋ ₂

　　　　　　　　＝ ₁₁₄₂ S

　　　ＡＥ：ＦＥ＝ ₄：（₁₁－ ₄ ）＝ ₄： ₇なので，

　　　　　△ＥＦＧ＝△ＡＦＧ×  ₇
₄ ＋ ₇

　　　　　　　　＝ ₁₁₄₂ S×  ₇
₄ ＋ ₇

　　　　　　　　＝ ₁
₆ S

　　　△ＥＦＧ≡△ＦＥＨなので，
　　　　　四角形ＥＨＦＧ＝△ＥＦＧ× ₂



　　　　　　　　　　   ＝ ₁₆ S× ₂

　　　　　　　　　　   ＝ ₁
3 S

　　　したがって，四角形ＥＨＦＧの面積は平行四辺形ＡＢＣＤの面積の ₁3 になる。


